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 業績予想の修正に関するお知らせ

平成１７年５月９日の決算発表時に公表した平成１８年３月期中間業績予想を、下記のとおり修正いたしま
したのでお知らせいたします。

記

１．平成１８年３月期 連結中間業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日）
（単位：百万円、％）

（連結・中間期） 売上高 経常利益 中間純利益

前回発表予想（A）
（平成１７年５月９日発表）

49,000 1,430 620

今回業績予想（B） 51,000 1,500 820

増減額（B－A） 2,000 70 200

増減率 4.1 4.9 32.3

前期（平成１７年３月期中間）実績 45,375 1,225 715

２．平成１８年３月期 個別中間業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日）
（単位：百万円、％）

（個別・中間期） 売上高 経常利益 中間純利益

前回発表予想（A）
（平成１７年５月９日発表）

45,500 1,170 640

今回業績予想（B） 45,830 1,220 510

増減額（B－A） 330 50 △130

増減率 0.7 4.3 △20.3

前期（平成１７年３月期中間）実績 41,160 1,060 628

３．修正の理由

売上高及び経常利益については、航空関連事業（航空機･部品等）をはじめ、各セグメントとも順調に推移
し、連結･個別とも、前回予想を上回る見込みとなりました。

中間純利益については、連結業績では、経常利益の増益に加えて、当中間期に予定していた特別損失（固
定資産除却損）が発生しなかったことや、子会社株式評価減の損金算入に伴う法人税減少等により、前回
予想を上回る見込みとなりました。
なお、個別業績では当該評価減に伴う特別損失の発生により、前回予想を下回る見込みとなりました。

４．平成１８年３月期の業績予想

通期の業績予想につきましては、経常利益水準は順調に推移しており､今後の状況次第では前回予想を上回
る可能性もありますが、現時点においては、下期の不確定要素も考慮し、連結･個別とも予想の修正は行い
ません。

以 上


